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大
項
目 

中
項
目 

具体目標 
具体的な取組 

（●重点とする取組，★中学校区での取組） 

判断基準 

(評価のものさし) 
評価方法 評価時期 

進捗確認(◎，〇，△) 

（１１月） 

達成状況（年度末） 

自己評価(◎，〇，△) 学校関係者評価 

                       

確
か
な
学
び 

思
考
力
の
育
成 

社会で生きてはたらく「思考力」の育成を軸

とした９年間を豊かにつなぐ教育活動の実

践 

●★「思考力」に焦点化して，本校独自の「大泉授業スタ

ンダード」に基づき，授業展開など指導法のさらなる工夫

により，考える力のいっそうの育成をめざす。 

「思考力」項目で肯定的回答75%以上 
学校評価アンケート 

      (教員用) 
1月 〇 

研究授業や全体研修，スキルアップ週間などを通

して，指導方法について意見を出し合ったり，思

考力向上を促す授業づくりを行ったりしている。 

〇 

・教職員に対する学校評価アンケートの「子どもは，自

分で考えたことを「思考力ファイブ」を意識して表現し

ようとしている。」では，肯定的回答が86％であった。

「大泉授業スタンダード」や「思考力」に焦点を当てた

授業研修の成果であると考える。 

・大泉検定においては，年間を通してほとんどのクラス

で平均点90％前後の結果を残すことができた。 

〇 
・「思考力（ファイブ）」を意識した授業づくりは継

続してほしい。さらに，「類と個」「因果」などの分

類から「発想」を重視した指導を実践するとよい。 

★大泉漢字計算検定，朝の学習，家庭での自学ノートの取

組を通して，漢字力や計算力など，基礎学力の定着を図る。 
大泉漢字計算検定で平均点90点以上 大泉漢字計算検定 5・10・2月 〇 

１学期の大泉検定では，ほとんどのクラスで漢

字・計算ともに９０％以上，もしくは９０％近い

平均点だった。 

〇 〇 

・「検定」の継続は大変だが，子どもの主体的な学

びの経験としては貴重なものだと思う。 

・検定でいい点を取れても身になっていないように

思う。漢字も練習と違う問題にしてはどうか。 

自
主
性
・
創
造
性
の
育
成 

 「夢に向かって自分らしく輝く子」の育成 

★ＩＣＴを活用した「思考力」の育成に取り組むとともに，

「個別最適な学び」や「協働的な学び」が実現する授業を

行う。 

「ＩＣＴ活用」項目で肯定的回答80%以上 
学校評価アンケート 

      (教員用) 
１月 〇 

タブレットを使って自分の意見をまとめたり，ド

リルパークを使って適応問題をしたりするなど，

個別最適な学びに向けて活用している。また，研

究授業を通して，ＩＣＴの活用方法についても研

修を進めている。 

◎ 

・教職員に対する学校評価アンケートの「ＩＣＴを活用

して，授業をしたり課題を出したりしている。」では，

肯定的回答が96％であった。各教員が必要に応じて，タ

ブレットなどを活用し，「個別最適な学び」や「協働的

な学び」が実現する授業を行っていると考える。 

・学校評価アンケートの「自分の将来に向かって努力し

ている」では，肯定的回答が1～4年生で84％，5～9年

生で77％であった。早期からのキャリア教育により，自

分の目標に向かって努力しようとする姿勢が少しずつ

身に付いてきている。 

〇 
・ICTは便利ではあるが，教員の道具にとどまって

いるかのようだ。子どもの「個別最適」学習「協働

的」学習になっているかの吟味をお願いしたい。 

★異学年交流や出前授業など，他者との関わりの中から夢

や目標を持ち，ドリームファイルを活用することにより，

「自ら学ぶ子」「つくりだす子」「なかよくする子」の育成

をめざす。 

大泉ドリームファイル(キャリアパスポート)の

作成 

「キャリア教育」項目で，肯定的回答80%以上 

学校評価アンケート 

      (児童用) 
7・1月 〇 

生活・総合的な学習の時間や行事ごとにキャリア

教育についてのワークシートの記入を行うなど，

大泉ドリームファイルの作成に取り組んでいる。 

〇 ◎ 

・２割弱の「自分の可能性が見えにくい」子どもへ

のキャリアカウンセリングのような取り組みに期

待する。 

・いろんな職業の人に来てもらう出前授業を取り入

れて，将来について考える機会を作ってほしい。 

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

 

豊

か

な

心 

互いに認め合える集団づくり 

●★「カワセミはがき」を年間通して活用し，「いいとこ

見つけ」に取り組んだり，「レジリエンス」の授業を行っ

たりすることで，子どもたちの自尊感情を高めていく。 

「グリーンスクール」項目で肯定的回答75%以上 

学校評価アンケート 

     (児童用) 

1月 〇 

文化発表会などの大きな行事を中心に「カワセミ

はがき」の交流を行い，子どもたちの自尊感情を

高める活動を行っている。 

◎ 

・学校評価アンケートの「クラスの友だちやみんなにグ

リーンな行動ができる」において，1～4年生で89％，5

～9年生で92％の肯定的回答が得られた。また，「自分

にはよいところがある」においては，肯定的回答が1～4

年生で84％，5～9年生で84％であった。カワセミはが

きやあいさつ運動など継続的に行ってきた取り組みが

児童に浸透している様子が伺える。また，「道徳では，

生命の大切さや社会ルール，人としての生き方につい

て，自分で考えている。」においては，1～9年生で90％

以上の肯定的な回答が得られた。児童・生徒の豊かな人

権感覚が育ってきていることが伺える。 

◎ 

・安心できる居場所づくりとしてのグリーンスクー

ルは，続けてほしい。生徒指導の根本だと思う。 

・子どもたちは仲がいいが，競争意識が足りないよ

うに感じる。 

★同一時間に道徳の時間を設定し，様々な教員が授業を

し，授業を参観できるようにする。また，道徳の授業を保

護者へ公開したりしながら，児童の豊かな人権感覚の向上

をめざす。 

「豊かな心」項目で肯定的回答85%以上。 11・1月 〇 

人権教育，道徳教育を通じて，豊かな心の育成に

取り組んでいる。11月の日曜参観では全クラスで

道徳の公開授業を行った。 

〇 ◎ 

・道徳教育が定着したように思う。道徳教育の内容

が子ども一人ひとりの日常や学級，異年齢での特別

活動と繋がってこそだと考えている。 

・芸術鑑賞などがあるとき，保護者の観覧もできる

ようになれば，子どもと共通の話題での会話が増え

るように思う。 

健

や

か

な

体 

体力向上と健全な生活習慣の定着 

★体育の授業でかけ足やなわとびなど，持久力を高める運

動を取り入れ，体力向上を図る。 
「体育」項目で肯定的回答75％以上。 

学校評価アンケート 

      (児童用) 

1月 〇 
11月ごろから，授業でかけ足やなわとびなどの持

久走を高める運動を取り入れていっている。 
〇 

・授業で持久走やなわとびを行ったり，休み時間に体育

委員会の活動として，なわとびを行ったりと，持久力を

高める運動を取り入れた。学校評価アンケートの「体育

の授業，かけ足・なわとびなどで体力が向上している」

においては，1～4年生で86％，5～9年生で82％の肯定

的回答が得られた。今後も子どもに日常的な運動を習慣

づけて，体力向上に努めたい。 

・学校評価アンケートの「はつらつカードを自分の生活

改善に役立てている。」において，肯定的回答が１～4

年生は92％だったのに対し，5～9年生は69％であった。

今後，家庭と連携しながら改善を図っていく。 

〇 
・「もっと体力をつけたい」と子どもが思えるよう

に環境設定できると，子どもは成長するのだと思

う。 

★はつらつカードや3ピカチェックの活用で，家庭との連

携を深め，基本的生活習慣の定着を図る。また，食育を通

じて健全な食生活に関する知識や技能を身に付け，食事の

マナーや食事を通じた人間関係形成能力を養う。 

はつらつ・３ピカチェックカード 

「生活習慣・健康」項目で肯定的回答75%以上。 

「食育」項目で肯定的回答75%以上。 

7・1月 〇 

保健だよりで規則正しい生活習慣について定期的

に啓発している。また，保健給食委員会の活動の

一環として3ピカチェックを行ったり，集会で食

育目標を全校に示したりするなど，基本的な生活

習慣の定着を図っている。 

〇 〇 

・先生方がご自身の健康に留意した健やかな日常を

送り，子どもたちに健康の大切さを伝えていただく

ことが大事だと思う。 

・スマホを使いすぎて睡眠時間が短くなり，授業に

集中できないという悪循環にならないよう，学校で

も家庭でも正しい使い方やルールを指導していか

なければならない。 

小
中
一
貫
教
育 

小
中
一
貫
教
育
推
進 

小中一貫校として，学びと育ちの連続性ある

カリキュラムを編成することで，９年間の系

統的な指導体制を確立する。 

●★学園の合同研修・研究を推進して，小中の教員が互い

の専門性を学び合うことで授業力を高め，中学校卒業時を

見据えた教育活動に取り組む。 

学校評価アンケートの小中一貫の学校運営に関

する項目で肯定的回答75%以上。 

学校評価アンケート 

 (教員用)(保護者用) 
1月 〇 

学年交流，学園全体研修などを通して，小中の教

職員が専門性を生かし，互いの授業力の向上に努

めている。 

◎ 

・学校評価アンケートの小中一貫に関する項目では，教

職員・保護者ともに95％以上の肯定的回答を得られた。

校内の研修については研究部を中心に，小中連携して研

究授業を行い，授業後の検討会も小中の教員により，多

様な角度から意見を交換することができた。 

◎ 
・小中の文化への互い理解が促進されたのかと思

う。多様な人との繋がり（社会的関係資本）を軸に

一貫教育を進めていってほしい。 

「確かな学び」の現状 
 昨年度は，「思考力」に焦点を当て，対話的な学びを取り入れたり，ＲＳＴやＩＣＴを活用したりするとともに，「大泉授業スタ
ンダード」を活かした授業研修に注力した。また，学校独自の大泉漢字・計算検定や自学ノートなど，家庭学習の継続的な取組に
より，基礎学力の定着もめざしてきた。今年度は，引き続き「思考力」の育成を軸に取り組んでいくが，特にどのような授業展開
を経て，どのようにＩＣＴを活用させれば「思考力」が身につくのかについて，「大泉スタンダード」を十分に活かした授業研修
に力を入れたい。 

「豊かな心・健やかな体」の現状 
 昨年度は，３年ぶりに実施された学校水泳において，水泳能力の向上を図った。その他の体育の授業でも継続してかけ足・なわと
びの時間を設けるなど，体力の向上に取り組んだ。今年度もかけ足・なわとび・大縄などを取り入れ，体力の向上をめざしたい。
また昨年度，「カワセミはがき」による「いいとこ見つけ」や，「レジリエンス」を育む授業を行い，子どもたちの自尊感情を高め
ていった。その結果，学校評価アンケートの「グリーンスクール」項目において，全学年80%以上の肯定的回答が得られた。今年度
も継続して，「カワセミはがき」などの取り組みを行い，互いに認め合える集団づくりに取り組んでいきたい。 

令和５年度 重点目標   ＳＭＩＬＥ，ＳＭＩＬＥ ～一人ひとりが心身ともに元気な学校～ 
１．「自ら学ぶ子」「つくりだす子」「なかよくする子」 ・ＩＣＴを活用しての一斉指導，個別学習，協働学習 ・リーディングスキルテスト(ＲＳＴ)を活用した読解力の育成 ・グリーンスクールカワセミはがきの継続 ・レジリエンスを育む授 

業実践による自尊感情の向上 ・児童生徒の夢の実現に向けたキャリア教育の推進  ・児童生徒の夢の実現に向けたキャリア教育の推進 ・デジタル教材やＮＳを活用し，英語を話そう 
とする態度の育成 

２．「情熱」「指導力」「教育公務員としての自覚」 ・大泉学園授業スタンダードの活用 ・児童生徒の話を聴き，一人ひとりを大切にする ・子どもたちの可能性を引き出す ・組織的，協働的に協力し合う ・自ら学び続ける ・教科の専門性を 
活かし，児童生徒の学力を伸ばす ・妥当性，信頼性の高い学習評価，正確な進路対応 ・コンプライアンスの遵守 ・勤務時間の自己管理による働き方の改革  

３．「安心・安全」「チーム力」「未来をつくる」 ・人権尊重の精神に立った教育活動 ・個に応じた特別支援教育の充実 ・いじめの未然防止・早期発見・早期解決 ・危機管理体制の徹底 ・中学校給食モデル校としての実践 ・児童生徒の健 
康管理の推進 ・学校，家庭，地域，関係機関とよりよい関係づくり  

 

校長より（年度末）  

 今年度は、ICTをいかに児童に活用させるかを研修のサブテーマにおき、指導実践を行ってきた。その成果として、１年生からICTを活用して、課題に向き合うようになってきた。次年度は、これまで、

実践してきた取組みの中で、改善するべきもの継続していくものを吟味して、「具体的な取組」について検討し、児童が自らの学びを説明できる子どもを育んでいきたい。 

（様式⑦－1 小学校・中学校） 

中学校区におけるめざす子ども像 

     自ら学び成長し，気持ちの良いあいさつができ，思いやりがある子ども 

学校関係者評価者から（年度末） 

学校での教育のことは，教職員のみなさんに安心して任せている。 


